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２章 

キャンパスの伸ばすべき個性と空間像の読み取り 

 

 

 

 

2-1. 豊中キャンパスの個性と空間像 

 

豊中キャンパスは、多様な学生生活の活動と大阪大学の歴史の双方が感じられる、みどり豊かなキャ

ンパスである。次頁の図 2.01a に伸ばすべき個性や空間像、および問題個所の読みとりを示し、継承す

べき場所や風景を 2.4～2.5 頁の図 2.01bに示す。 

全体共通の課題として以下のような点が挙げられ、これらは主にデザインガイドライン（8-3節）で解

決のための考え方を示すが、状況の変化に即した継続的な検討が必要であると考えられる。 

(1) 総合図書館など、街路に対して圧迫感を感じさせる建物がある 

(2) 歩車分離・融合が不明確な部分が多い 

(3) 駐輪があふれている 

(4) 植栽が過剰なほど茂り街路に対して過剰に重層となって閉鎖感を与えている部分が多い 

(5) 建物入口部分に人を惹きつける工夫がほしい 

(6) 車で常時入構可能な出入口が正門のみであり、また石橋口・柴原口以外の運用方針が明確でない 

 

 

2-2. 吹田キャンパスの個性と空間像 

 

吹田キャンパスは敷地面積約 100ha を擁する広大なキャンパスで、各部局（学部・研究科や研究所な

ど）の個性が表出し、近・現代的なデザインが主体となっているキャンパスである。北摂全体でみると

吹田キャンパスの緑地は、広域の緑のネットワークの一部をなす重要な要素となっていることが判る。 

図 2.02a に伸ばすべき個性や空間像、および問題個所の読みとりを示し、継承すべき場所や風景を図

2.02b に示す。 
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図 2.01a 伸ばすべき個性・空間資源および問題個所の読みとり（豊中キャンパス） 
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02A 阪大坂 
湾曲した坂は、ドラマチックなアプローチとなりうる 

03 石橋口 
記念庭園と一体で整備されている 

05 共通教育メインストリート（コミュニティゾーン） 
歩行者専用空間として美しく整備されている 

 

06A 総合図書館・ 前 
キャンパス内で最も賑わいがある 

07A 銀杏通り周辺 
歩車分離され、並木と共に美しく整備されている 

01 総合学術博物館（修学館）前の門周辺 

02B 中山池堤防から大阪大学会館方面をみる 
中山池と大阪大学会館が一体となって景観を形成
している 

04 大阪大学会館 
メインストリートからもランドマークとして見える 

05B 浪高庭園 
豊な緑を持ちキャンパスに潤いを与えているが、や
や閉鎖的 

06B 総合図書館・サイバーメディアセンター前 
キャンパス内で最も賑わいがある 
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07B 銀杏通り（待兼池） 
オープンスペースが整備されている 

08 基礎工学 J 棟周辺 
 

09 柴原口 
草が刈られた状態では、静かで快適な空間 

10 福利ゾーン 
賑わいがある空間だが、歩車分離が不十分 

11A 理系ゾーン 
現代的な統一的イメージを前面に出している 

11B 理系ゾーン 
高密度な土地利用がなされている 

12A 文系ゾーン 
建物の入り口が街路からの引きを多くとっている 

12B 文系ゾーン 
緑が多く、歩行者専用空間を多く持つ 

13 待兼谷 
緑豊かな里山の景観を良くのこしている 

14 乳母谷池・東口 
豊かな緑が感じられる歩行者用の入口 

図 2.01b 継承すべき場所や風景（豊中キャンパス） 



 

 

2.6 

 

     

図 2.02a 伸ばすべき個性・空間資源および問題個所の読みとり（吹田キャンパス） 
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3 医学部校舎と芝生広場 
古典的なデザインと芝生広場のキャンパスらしい景観 

4 生命科学図書館 
正門からのアプローチのアイストップとなっている 

5 中央通り 
豊かな緑に囲まれたシンボルロード 

6 正門アプローチ 
常に手入れが行き届き、特別な場所となっている 

9 犬飼池の眺め 
里山と池、工学部のモダニズム建築が生み出す景観 

10 里山の散策路 
キャンパス中央に残された自然 

7 コンベンションセンター・体育館前 
心地よい広場空間は人気の高いエリアである 

8 大阪大学本部棟南側広場 
キャンパスの中心的な広場として整備されている 

1 医学部附属病院 
高層棟は周辺地域のランドマークとなっている 

2 ホスピタルパーク 
患者の憩いの空間として活用されている 



2.9 図 2.02b 継承すべき場所や風景（吹田キャンパス） 

11 銀杏会館前 

植栽で修景された法面が緑の壁をつくっている 

12  けやき通り 

春には桜の並木道となる 

13  楠本会館周辺の桜 

隠れた花見の名所 

14  微研駐車場付近のしだれ桜 

キャンパス内にはいくつかの桜の名所がある 

15  さくら環状通りの植栽 
（アジサイ） 
自主的に植えられた様々な
草花が、法面を彩っている 

16  西門アプローチ 

緑のトンネルを上っていくようなアプローチ 

17  工学部広場 

工学部エリアでは最も賑わう場所である 

18  工学Ｕ１Ｍ棟（GSE 高層棟） 

高層棟はキャンパス西部のランドマークである 

19  産業科学研究所アプローチ周辺 

緑と広がりのあるオープンスペースをもっている 
20  工学部中庭 

人々に安らぎの景観を与えている 
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Column 2  世界のキャンパス（２）  

 
Yale University  
イエール大学のキャンパス環境整備は、「フレームワークプラン」と呼ばれるキャンパスデザインの考え方の

「集成」に基づき進められている。例えば、キャンパス内の街路の分析に基づき、にぎわいを維持・継承するべ

きと判断される街路については、これに面する建物の１階にカフェ、レストラン、花屋などの店舗が設けられると

ともに、建物の壁面の位置を歩道側に揃えてヨーロッパ旧市街のような親密な街路空間を形成するためのル

ールが共有されている。オープンスペースについては、広場や緑地、歩行者路が連結された大きな空間軸が

定められているため、建物が更新されてもキャンパスの個性が継承されるようなしくみが確立されている。 

建物のデザインはその都度デザインアドバイザリー委員会で議論される。委員会には多様な立場の関係者

に加え、現建築学部長と元建築学部長が参加する。これは、フレームワークプランの理念を人から人へと議論

を通して受け継ぐためである。建築デザインは固定化されたものではなく、時代が進めばデザインの作法や技

術も常に進化している。フレームワークプランで共有されるキャンパス環境の普遍の「骨格」を守り育成するよう

な、その時代の最善の建築デザインが見出されていく。 

 

欧米や日本では、右肩上がりの時代に、豪華な建築群を描いた「完成予想図」に象徴されるプロジェクト型の

「マスタープラン」が流行した。しかし、経済が弱体化するとプロジェクトは中止となり、マスタープランはいつま

でも着手されず陳腐化するという事態に陥った。一方、フレームワークプランとは、時代を超えて共有されうる地

域環境資源や課題の読みとり方、デザインの考え方を示すものであり、プロジェクトの規模や時期に左右される

ことなく、小さな改善から大きな建設まで、すべての環境整備に適用できるものである。 

イエール大学のフレームワークプランは常に加筆されている。新たな課題に直面するたび、最善の人々によ

る最善の議論が新たなルールやガイドラインを生み出していくからである。このような柔軟性を兼ね備えている

ことも、プランが長く支持される要因となっている。 

大阪大学のマスタープランは、過去の固定化されたプロジェクト型マスタープランではなく、イエール大学の

フレームワークプランのような、ガイドライン型の柔軟なマスタープランを目指している。適切な運用を進めるた

めには、専門家を交えた多様な人々による議論を通して、理念が継承され発展されるしくみの確立が望まれ

る。 

                  

 

 

 

 

図 c2b 広場と緑地の継承 

図 c2a 緑の空間軸の継承 

図 c2c 街路に開かれたショップの誘導 

図 c2d 街路に沿った壁面線の継承 




